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携商品「スーパーじんそく」や、18 年 1 月に東京都信用保証協会との提携商品「ク

イック東京」の取扱を開始する等、18 年 3 月末までの累計で、21 提携商品の取扱と

なり、これらの 18 年 3 月期の取組実績は約 1,400 億円となりました。 

   

(6) 公的資金の前倒し返済について 

18 年 3 月期に設定いたしました自己株式取得枠を使用し、18 年 5 月 17 日付けで第一

種及び第二種優先株式の一部（計 2,040 億円）を約 2,759 億円で自己株式として取得す

ることにより返済し、取得した自己株式については消却いたしました。これに伴い、返

済後の公的資金残高は、8,960 億円となっております。 

今後につきましても、預金保険機構より公表されております「資本増強のために引受

け等を行った優先株式等の第三者への売却処分又は公的資金の返済等の申出に対する

当面の対応について」の趣旨も踏まえ、当局のご承認を前提といたしまして、公的資金

の早期返済を目指してまいります。 

 

(7) 配当政策の状況及び今後の考え方 

当社グループは、引き続き業務の再構築やリストラによる経費削減等に取り組み、収

益力強化を図るとともに、不良債権残高の大幅な削減や政策投資株式の圧縮等により改

善されたバランスシートの健全性を維持しつつ、着実な内部留保の蓄積を図ってまいり

ます。これにより TierⅠ資本の質・量をともに充実させることを第一義的方針と致し

ます。 

配当につきましては、安定配当を基本とした上で、業績や内部留保の蓄積状況を勘案

し、15 年 3月期以降 4期間は 3,000 円で据え置きとしてまいりました。19 年 3月期に

おきましては、18 年 3月期の当期利益が計画対比大幅な増益を達成するとともに、剰

余金の蓄積状況も計画を十分上回るペースで進捗している状況に鑑み、前年比 1,000

円増配の 4,000 円配当を予定しております。20 年 3 月期以降におきましても、当期利

益の安定的な黒字確保を前提に、業績展望や内部留保の蓄積状況、公的資金の返済状況
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等も十分考慮した上で、配当性向にも留意しつつ普通株式配当を 1,000 円/年ずつ増配

することを基本に検討してまいります。 

 

(8) 劣後債の引受け又は劣後ローンによる貸付けその他の方法による子会社の財務  

内容の健全性の確保 

当社は、グループの自己資本充実を目的として、劣後債又は劣後ローンその他の方法

による資金調達を行うことがありますが、当該資金は子会社の財務の健全性を確保する

ために、子会社が発行する社債の引受け又は子会社への貸付金に使用してまいる所存で

あります。 

 なお、当社におきましては、現在、劣後特約付債務はございません。 

 

(9) 責任ある経営体制の確立のための方策 

①金融機関の社会性・公共性を踏まえた経営理念 

当社では、グループ収益力の向上と財務体質の強化を図り、株主価値の向上を実現し

ていくため、経営理念を以下の通り定めております。 

・お客さまに、より一層価値あるサービスを提供し、お客さまと共に発展する。 

・事業の発展を通じて、株主価値の永続的な増大を図る。 

・勤勉で意欲的な社員が、思う存分にその能力を発揮できる職場を作る。 

また、役職員の業務全般に亘る行動指針である「行動規範」を定め、役職員がこれら

に基づいた企業活動を遂行すること、及び当社・当行の「ビジネス・エシックス(企業

倫理)」の遵守を通じて、健全経営の堅持、株主価値の永続的な向上、社会の健全な発

展への貢献等の実現に努めてまいります。 

②ＣＳＲへの取組み等 

当社では、18 年 4 月に、当社グループ全体でのＣＳＲ活動を企画するとともに対外

的な窓口機能を担う部署として、企画部内にグループＣＳＲ室を設置しており、グルー

プ全体のＣＳＲ活動を一層強化してまいります。 




